
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カモ科 カルガモ」     ☆「ヒヨドリ科 ヒヨドリ」☆ ☆「モクレン科 オガタマノキ」☆ 
留鳥または冬鳥。全長 61cm。雌雄同色。  留鳥。全長 28cm。雌雄同色。  常緑高木で直径 3cm ほどの花が咲い 
くちばしは黒く先が黄色、足は赤橙色で  「ヒーヨ」「ピーヨ」と甲高く  ています。玄関周りに植栽されてい 
目立ちます。千尋の浜で見られます。    鳴きます。          る木は背が低く観察しやすいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「ツバキ科 ヤブツバキ」☆   ☆「トベラ科 トベラ」☆     ☆「タブノキの冬芽」☆ 
園芸品種の基本種となっています。  暖地の海岸に多い常緑低木。赤く   赤みがかった大きな芽が目立ちます。 
自然塾では、この花びらを使って   粘った種は、鳥のくちばし等につ   春になり冬芽が開くと新しい枝、葉 
2 月に染体験を行います。      いて運ばれると言われています。   花序がいっせいに伸びだします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「サクラソウ科 マンリョウ」☆ ☆「サクラソウ科 ツルコウジ」☆    ☆「カズラの種子」☆ 

林下に生える常緑小低木です。実は  暖地の林下に生える常緑小低木です。  園地のあちこちに綿毛が落ちてい 

葉の下に幹を囲むようにつけます。  全体的に柔らかい毛があり、地上を   ます。主にサカキカズラとテイカ 
古典園芸品種のひとつです。     這い群生します。           カズラの種子です。 
 

☆印はビジターセンターの施設周辺でも観察できる可能性が高いです♪ 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                2019 年 1 月後半号 

                                宇久井ビジターセンター 

1月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

寒い日が続いていますね。 
1 月 20 日は「大寒」です。厳寒の中、植物たちは、じっと耐えながら春に芽吹く準備
をしています(^^♪ 冬芽などを観察しながら園地を散策してみませんか(^^♪ 
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倒木の為、通行困難
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至 R42

至休暇村

足元注意
ヤブツバキ群生地

作業ヤード

上野展望台
敵船監視場跡

灯台まであと４分

木のすき間から浜が見えます。

木のすき間から
海が見えます。

沢

ビジター
センター

（上地の浜）

千尋の浜

取

の

外

松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島見どころマップ
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約25分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約30分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

凡例

Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

竹
林

竹林

水壺の跡

周回ルート

千尋の浜
方面

フェリーターミナル方面
通行できません

大蛇島方面通行
できません。

畑

畑

畑

畑

ヤブツバキ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤブツバキ

ヤブツバキ

ヤブニッケイ

モチツツジ

モチノキ

モチノキ

モチノキ

マルバウツギ

ホルトノキ

ヘラシダ

ヒメユズリハ

ヒサカキ

ヒサカキ

ヒサカキ

ハマオモト
ハマナデシコ
ハマゴウ
ハマナタマメ
トベラ

ハゼノキ
（メジロがよく食べに来ます）

ネズミモチ

トベラ

トベラ

タブノキ

タイミンタチバナ

スダジイ

シロダモ

シロダモ

シロダモ

クスノキ

カンコノキ

カラスザンショウ

オガタマノキ

アキグミ

アオノクマタケラン

メジロ
キジバト
ヒヨドリ
ウグイス

マテバシイ ウバメガシ

ツワブキ

キアシシギ

コチドリ

ソリハシシギ

エゾビタキ・コゲラ

オオキンカメムシ

 冬版


